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ヲカシの系譜
The Genealogy of Okashi 
阪倉篤義＊
Currently available dictionaries of pre-modern Japanese 
(kogojiten) tend to be biased towards representing the lexicon of 
classical literary texts. For example, entries under the word 
okashi in such dictionaries, with one or two exceptions, give, first 
of al, definitions such as (1) interesting, (2) tasteful or suggestive, 
(3) superior, or (4) lovely, and only supply in last place the 
definition (5) comical or funny. In some cases this last definition 
is omitted altogether. 
In the literature of the Heian court, especially the 
Makuranososhi, noted for its thematization of okashi, the value 
of okashi, together with aware, occupies a dominant position, 
and in the case of this literature, it is indeed true that okashi can 
be understood, as a rule, within the compass of definitions (1) 
through (4) offered above. This usage of okashi remains, however, 
a distinctive feature of classical narrative literature of genres 
such as the nikki (diary) or monogatari (tale, recit). For other 
narrative genres, eg. setsuwa (fables, anecdotal tales), definitions 
(1) through (4) of okashi are often inapplicable. Of the 94 instances 
of okashi in the Konjakumonogatari, (a setsuwa-shu) for example, 
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as many as 42 call for the 5th definition above. (Such examples 
are especially frequent in books 24 and 28 of that work.) 
The infrequent appearance of okashi with sense (5) in Heian 
nikki snd monogatari is attributable to the subject matter of 
these genres. In texts of the medieval period and after, although 
okashi appears in sense (1) through (4) in the archaistic prose of 
the Tsurezuregusa and other texts, as an instance of bungo (the 
"literary style”）， such occurences elsewhere are rare, and in 
general, okashi, in this period and after, always has sense (5), 
"laugh provoking" or "odd”． 
In short, the word okashi has been used consistently with the 
senses of "laugh-provoking”，＂strange”ever since it was defined 
in the early Heian lexicon Shinsenjikyo as "waraubeshi 
anaokashi，” and these are its original senses. The use of o初shiin 
other senses in Heian literature represents a temporary 
expansion of the meaning of the term in literary language. 
If editors of dictionaries of pre-modern Japanese intend to 
present faithfully the lexico-historical realities, they will have to 
make a departure from the tradition, which dates back to the 
























































































をかし｜ 1 I 2 I 2 I 44 I 534 I 46 I 422 I 1s I 26 I 26 I 3 I 40 




































































巻 一二三 四五 六 七九。 一二三 四 五六 七九 C
をかし 1 1 2 1 6 
あはれ 2 2 1 5 1 1 3 4 1 10 8 10 11 24 5 45 11 
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
巻 二二二 三三 Eヨ ヨ： ァ『 七コ ノ1 プ"t. C二コ 一 総計
をかし 4 2 22 1 4 3 33 2 10 1 94 



















































































Feiqe ua Mizzuximano icusa ni catte coso majeno fagiuo susugarete 
gozare: sanai naraba voei似 ijcoto de gazaro. （巻第三第十二）
とありますが、この「vocaxijJという語も肯定的な意味ではなさそうです。
つまり水嶋の戦に勝ったから平家の面白が保たれたので、もしも水嶋の戦に
勝たなかったならば、おかしいことでござろう、というのは、「不都合な、或
いは具合の悪いことになったであろう」というふうな意味だろうと思うので
す。ですからこれもやはり否定的な意味のヲカシだと思います。次のは、虎
明の書いた『わらんべ草Jでありますが、
おかしきと面白きとは、おかしきより面白き方勝るべし
これなども、「おかしい」と「面白いJとを対比しておりますのは、明らかに
「滑稽」の方のおかしだと思います。江戸文学になっても、ヲカシは普通「可
咲」の意味で用いられます。その例はあげると切りがないわけでありますの
で、むしろそうでないものを探しますと、例えば『奥の細道Jに、
等栽も共に送らんと裾おかしうからげて
とあります。これも勿論、ちょっと風流な裾のからげ方をしているという意
味にもとれますが、見たところがちょっとしゃれて面白い、そういう裾のか
らげ方をしていることを言っているのであります。西鶴などがヲカシという
言葉を使います場合、次のは『好色五人女』でありますけれども、
みそはぎ
此ゆふぐれは、なき人の来る玉まつる業とて鼠尾草折しきて瓜なすびお
かしげに大豆かれがれに（巻五）
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これはお精霊様、魂祭りをしている時の飾りを述べているのでありますが、
この場合、明らかに肯定的な意味の「おかしげJと考えなければなりません。
けれども、これは、『徒然草Jなどを通じて、もう一つ前の時代の伝統的な表
現を用いていると考えるべきで、決して江戸時代の一般のヲカシの使い方を
しているわけではないと考えなければならないと思われます。つまり、 一般
的に申しまして、特に古典的な用語の使い方をする場合はありますけれども、
それは例外というべきものであって、ほぽ平安時代の終わり院政時代にはい
るかはいらないかというところまでがヲカシという語の賞美する意味の全盛
時代であって、それが過ぎますと、ヲカシという語は現在使われております
のと同様な、むしろ否定的な意味が一般的になると言えると思います。
この事実を、古語辞典は、どうも正確に反映していない。最後にちょっと
「可咲」の意味をつけ加える程度の説明しかしないのは、おかしいのではない
か－それこそおかしいのではないかと思うのです。これでは古典文学全体を
通じてのヲカシという語の説明にはなっていないわけで、賞美する意味を四
つにも五つにも分けて詳しく説明するのと、どうも不均衡な感がいたします。
結局私の言いたいことは、ヲカシという語は、先程申しました『新撰字鏡』
（九世紀末成立）に出ております「可咲」の意味が一貫して今日まで使われて
いるのであって、これがヲカシという語の一番根本の意味であるし、そして
それはまたず、っと今日まで少くとも千年の間変わらずに使われていたという
ことであります。その中で、古語辞典が強調いたします「興味がひかれる」
だの「美しい」だの「趣があるjだのという意味は、ちょっと言い方が極端
かもしれませんけれども、日本文学全体の流れの中で見れば、ある一時代の
文学方言のようなものであって、日記物語というジャンルの中で特にヲカシ
という語の意味が少し拡張されて用いられたに過ぎない。しかもそれは日記
物語などの散文学用語に限られたことであって、同じ平安時代の文学でも、
和歌にはヲカシは（肯定的な意味でも）使われません。詞書には出てまいり
ますけれども、八代集や二十一代集などの代表的な平安時代の和歌集には一
度もヲカシという言葉は使われておりません（これについては、根来司氏の
-109-
論文があります）。つまりヲカシは、日記物語などの散文学が特に愛用した言
葉ということになりますが、その日記・物語というものが余りにも重視され
すぎて、日本文学の代表といえば平安文学、特に日記・物語であるように考
えられた時代があって、従ってそこに使われているヲカシという語の意味が
大変重要視される結果になってしまったのではないかと思います。重ねて申
しますが、結局ヲカシという語の中心の、古代から今日まで続いております
意味は、笑いを誘われる、或いは滑稽であるという意味だったのであります。
しかし、それならば「笑いを誘われる」という意味がどうして賞美すると
いうふうな意味に転じていったのかということでありますが、『今昔物語集』
に「ものをかしくいひて人笑はするJ人物というのがよく出てまいります。
話術に長けた人物で、大変面白く話をする、それを聞くと人々は笑いを誘わ
れる。そういう wittyな話をする人がいたのであります。たとえばそういう機
智のある人の話を聞くと瞬間的にパット気持ちがほぐれます、そういう解き
放たれた明るい心持ちで対象をながめる気持ちがヲカシであります。そこか
ら対象を笑う気持の余裕も生まれてまいります。それが、先程引きました岡
崎さんの説明にみえる「自分を立て通して対象を見る」という態度であり、
また陽性の興味であるということでもあるわけです。つまりある物を見て、
それによってこちらの気持ちが解放されるような気持ちになるとき、これを
「おかしい」といいます。それに対してアハレはもっと対象と一体化するとい
いますか、親身な見方をする態度であります。 『源氏物語』は「あはれ」の文
学であって『枕草子』は「をかし」の文学であるということをよ く申します
が、清少納言はいろいろなものを観察してそこに美を見い出し、その感想、を
ヲカシという語で表現するわけであります。『源氏物語』の方は物語でありま
して、こちらはヲカシではなくて、むしろアハレという立場で物を見ており
ます。それでは紫式部という作家は常にアハレというものの見方をしている
かと申しますと、資料1の表で見ますように、 『源氏物語』ではアハレという
語を、ヲカシの倍とは申しませんけれども、圧倒的に多数使っておりますが、
同じ作家が『紫式部日記Jを書きますと、今度はヲカシという言葉をアハレ
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の倍以上使っております。つまり、「日記」という観察的な立場で文章を書き
ますと、同じ紫式部でもヲカシという見方になるわけです。そういう観照す
る見方がヲカシという語の根本にあって、それが賞味するという肯定的な意
味に使われた場合と「可咲」という否定的に使われた場合と、二つに分かれ
てくるわけであります。ですからヲカシという語は先程申しましたように「疑
わしい」の意味にも使われます。「疑わしい」ということは、つまり自分の立
場が確立していて、そこから対象を客観的・批判的に眺めて、変なのではな
いか、正当でないのではないか、とする態度であります。ベルクソ ンを持ち
出すまでもなく、「笑い」というのは、優越感から生れてまいります。こちら
が上位に立って、相手を見下す所から、笑いというものは出てきます。そし
て、対象の実体が暴露されて、その価値が下落した瞬間に、笑いというもの
は起こります。「笑い」は本質的にじめじめした感傷とは無縁のものであり
ます。
そう考えました時に、（私は今日そういうことを申し上げるのが本意ではご
ざいませんけれども）『岩波古語辞典』の最初に出ておりますヲカシの解説
は、ちょっと納得がいかないのであります。ヲカシがヲク（招く）という言
葉からきているという説明ですが、「招き寄せたふ」という気持ちは、自分の
方に引寄せたい、自分の中に取り込みたいという気持ちですから、相手に対
して優越感を持つ気持ちから生れてくる「笑い」には相応しないと思うので
す。自分が対象と一体化したいという気持ちから出てくる美の意識は、むし
ろアハレの方でありまして、相手に対して 「変だ」と批判したり或いは「滑
稽だJと見下したりするような意味は、出てこないと思います。つまり『岩
波Jが⑥でもって、①～⑤の賞美的な意味を⑦の「笑うべきであるJという
意味に繋いでおりますが、この繋ぎ方はちょっと無理じゃないかと、私は思
うのです。けれどもヲクという言葉からヲカシを説明する考え方は肯定して
いいのではないかと、私も思います。これは山崎馨さんがお書きになった論
文（「美夫君志」 6号所牧）に基づいているのだと想像しますけれども、山崎
馨さんがお書きになる以前にもこの考え方を述べた人（例えば「国学院雑誌」
昭35年6月号所載の小金丸研一氏の論文参照）もおられますが、根本は折口
信夫先生の考え方に発すると思います。つまり神を招くワザヲキのしぐさ、
神を招く時に可咲なことをして神の気持ちを和めてその場に降臨を願う、そ
れがヲク（招）という行為であります。それを端的に物語りますのが、天宇
受売命が天の岩戸の前で神々の笑いをさそうような踊りをやり、それにさそ
わらて天照大神が出てきたという神話であります。つまりそういう非常に滑
稽な、ヲコな行動に対して懐く感情がヲカシであります。ヲカシという語は
明らかにヲコという語と結び付くはずであります。例えば裸になって踊りを
するなど、自分をわざと卑下して、見る人に優越感を持たせ、その笑いを誘
う、そういう気持ちにさせることによって相手の気持ちを和めるというのが、
ヲコなる行為をすることの意味であります。
延年という能以前の芸能がございますが、その延年の「大風流」「小風流」
というものにヲコツリという役がございまして、これは主人公、主役を誘い
出す役でありますが、そのヲコツリという語はヲコツルという動詞から出来
た言葉で、これは相手の気持ちをなだめすかす、或いは機嫌を取る、古くは
「こしらえる」などという言い方もありましたが、そういうことをすることが
ヲコツル（誘る）であります。主役をヲコツって誘い出す役をするのがヲコ
ツリでありますが、このヲコツルというのは明らかに「繰る」などの「つる」
という接尾語がヲコという言葉に付いて出来た語であります。そういうヲコ
ツルような動作をするさまがヲカシであって、それが笑いを誘うのでありま
す。あくまでこちらを低くして相手に優越感を持たせて相手の笑いを誘って、
そして結局は自分の思う通りにするわけですけれども、ヲカシと感じる側か
ら言えば意外性といいますか、そういうものによってふっと気持ちが和む、
そういう時に感じる感情であります。 『枕草子Jには何度もヲカシという言葉
を（更つでありますけれども、
ぬかっき虫またあはれなり・・・思もかけず暗き所などにほとめきあり
きたるこそをかしけれ（四三段）
とあります。糠掲虫、米揚虫とも申しますが、体を屈折してピーンと跳ね上
る虫がございます。その虫そのものは「あはれ」であるというふうに言って
おります。しかしその虫が暗い所でポコンポコンという音をさせながら自分
でひっくり返って跳ね起きょうとしている音を突然に思いもかけず聞いたと
きに、「おかしいjと感じる。つまり瞬間的に意外な感じでもってある笑いを
誘われる様な気持ちになった時にふと、「面白いな」と思う、それがヲカシと
いう感情であります。それはいろいろな言い換えが出来るわけで、「かわいい
なあJと言っても「面白いなあJと言ってもよろしいのですが、そういう文
脈による言い換えは第二の問題でありまして、ヲカシという語が根本的に
持っている意味は何かということ、それを正確に理解させるのが古語辞典の
役目ではないかと思います。つまりヲカシという言葉が「可咲」という意味
を根本に持っているのだということを知った上でこの賞美する意味のヲカシ
という言葉を眺めたときに、本当にヲカシの意味が分かるのであって、これ
をアハレと区別が着かないような言い変えをしただけでは、結局アハレとヲ
カシとはどこが違うのか精確には分からないということになると思います。
そういう意味で語の歴史一語史というものを正確に記述すること、それが結
局その語の根本的な意味を正確に理解させることになるし、そしてそれはや
がて「をかし」の文学、「あはれ」の文学などと言われる、文学における美的
理念を正確に理解することに直接に繋がっていくのではないかと考えます。
初めにもお断りいたしましたように、お前自身の『古語大辞典』を作ってか
ら言えと言われると返す言葉がございませんが、一般に 「古語辞典jには、
まだいろいろ改良すべき所がいくつもあります。平安時代の文学が、近世以
来、古典を学ぶ場合の中心となりまして、古典と言えば平安文学、平安文学
の中でも物語 ・日記を特に重視いたしますために、古語辞典なども、ついそ
こで行われる用例が全てであるかの如くに説明してしまいます。けれども今
や日本文学の研究は、中世の文学、近世の文学、近代の文学と、それぞれの
時代がかつての平安時代の文学と同じくらい詳しく研究されているわけであ
りますから、その中世の用法、近世の用法を無視して古語辞典を作ってはい
けないはずで、古語辞典は全ての時代の語の意味を正確に反映するものでな
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くてはならないのです。それは理想論であってなかなか難しいかもしれませ
んが、少くともそういう古語辞典を作る必要があるのではないかということ
を自らの戒めとして、お話し申したしだいであります。
